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中
国
の
古
代
の
医
学
は
、
『
漢
書
芸
文
志
」
（
七
十
八
年
（
建

初
三
年
）
）
に
よ
れ
ば
医
経
、
経
方
、
房
中
、
神
偕
の
四
種
に
分

類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
類
は
漢
の
劉
向
・
劉
散
父
子
の
手
に

な
る
「
七
略
」
に
基
づ
い
て
班
固
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
今

日
的
な
医
学
概
念
で
分
類
す
れ
ば
、
医
経
は
鍼
灸
と
薬
方
原
理

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
経
方
は
、
特
定
の
疾
病
に
臨
床
的
な
薬

方
を
ど
の
よ
う
に
用
い
る
か
を
、
気
味
や
寒
温
、
疾
病
の
深
浅

な
ど
に
よ
っ
て
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
戦
争
に
よ
る
外

傷
の
感
染
の
処
置
や
婦
人
科
小
児
科
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
ま
た

食
事
を
管
理
す
る
食
医
の
テ
キ
ス
ト
な
ど
も
ふ
く
ま
れ
る
。
房

中
は
現
代
の
性
医
学
の
分
野
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
性
行
為
の
方

法
だ
け
で
な
く
イ
ン
ポ
テ
ン
ツ
や
男
子
を
得
る
た
め
の
妊
娠
法

な
ど
も
含
ま
れ
る
。
神
倦
は
、
導
引
按
摩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

茸
な
ど
の
不
老
長
寿
の
食
品
な
ど
で
あ
る
。
今
日
で
は
医
学
の

76

出
土
し
た
中
国
古
代
医
学
文
物
（
展
示
）

猪
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夫

北
里
研
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所
・
東
洋
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学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部

分
野
か
ら
は
な
れ
て
養
生
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時

代
に
お
い
て
は
医
学
の
重
要
な
分
野
で
あ
っ
た
。

出
土
文
物
に
こ
れ
ら
の
分
類
を
応
用
す
る
と
、
医
経
は
鍼
灸

の
工
具
の
原
物
や
鍼
灸
文
献
の
原
典
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

工
具
で
は
河
北
省
の
満
城
漢
墓
の
中
山
王
劉
勝
の
墓
か
ら
出
土

し
た
金
鍼
、
銀
鍼
、
医
療
用
の
盤
、
碇
石
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。

湖
南
省
長
沙
市
の
馬
王
堆
や
湖
北
省
の
張
家
山
か
ら
は
、
鍼
灸

の
古
典
『
霊
枢
」
「
経
脈
」
の
祖
本
で
あ
る
「
陰
陽
十
一
脈
灸
經
」

や
一
脈
書
」
が
出
土
し
て
い
る
。
馬
王
堆
の
『
足
臂
十
一
脈
灸

經
」
も
傍
系
の
鍼
灸
文
献
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
四
川
省

の
綿
陽
県
の
永
興
鎭
の
双
包
山
か
ら
は
経
絡
が
図
示
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
漆
木
人
形
が
出
土
し
た
。
さ
ら
に
湖
北
省
の
雲
夢
県

の
睡
虎
地
で
出
土
し
た
『
封
診
式
」
と
い
う
竹
簡
は
、
事
件
の

捜
査
検
証
の
書
式
の
例
文
で
あ
り
、
診
断
学
や
法
医
学
に
関
係

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

経
方
で
は
、
薬
物
の
現
物
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
処
方
を

書
い
た
文
献
も
あ
っ
た
。
薬
物
で
は
、
馬
王
堆
漢
墓
や
広
州
南

越
王
墓
か
ら
漢
方
薬
処
方
に
よ
く
使
わ
れ
る
薬
物
が
発
見
さ
れ

た
。
さ
ら
に
馬
王
堆
の
処
方
集
一
五
十
二
病
方
」
に
は
約
二
八
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○
の
処
方
が
あ
る
。
甘
雨
省
の
居
延
漢
簡
や
武
威
の
漢
代
医
簡

に
は
処
方
が
書
か
れ
た
木
簡
や
竹
簡
が
知
ら
れ
て
い
る
。

房
中
で
は
、
性
医
学
の
文
献
が
馬
王
堆
で
出
土
し
た
だ
け
で

な
く
、
満
城
漢
墓
、
明
珠
新
家
園
漢
墓
で
は
性
の
用
具
が
埋
葬

さ
れ
て
い
た
。
馬
王
堆
の
『
養
生
方
」
「
雑
療
方
」
「
胎
産
書
」

『
十
問
」
「
合
陰
陽
」
『
雑
禁
方
」
『
天
下
至
道
談
」
と
名
付
け
ら

れ
た
文
献
類
が
、
房
中
書
あ
る
い
は
房
中
に
関
係
の
あ
る
も
の

で
あ
る
。
満
城
漢
墓
の
性
具
で
は
、
女
性
ど
う
し
で
使
わ
れ
た

と
思
わ
れ
る
も
の
ま
で
含
ま
れ
て
い
た
。
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
に

は
、
あ
る
事
件
後
腹
痛
流
産
の
状
況
を
尋
問
し
た
調
書
が
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
妊
娠
月
数
の
正
し
い
把
握
が
な
さ
れ
て
い
る
。

神
倦
で
は
、
「
導
引
図
」
が
馬
王
堆
か
ら
出
土
し
、
張
家
山
で

は
「
引
書
」
と
い
う
導
引
書
が
出
て
い
る
。
そ
こ
に
は
呼
吸
法

な
ど
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
漢
書
芸
文
志
」
で
は
辞
穀

の
文
献
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

張
家
山
や
馬
王
堆
で
は
辞
穀
の
文
献
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
水
銀
な
ど
の
金
属
も
多
く
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
不
老

不
死
を
め
ざ
す
薬
物
と
し
て
煉
丹
術
に
つ
か
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
「
漢
書
芸
文
志
」
の
分
類
に
含
ま
れ
な
い
も
の
に
、
祝
由
に

使
う
文
献
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
病
気
平
癒
を
願
う
呪
誼
で
あ

り
、
秦
駆
祷
病
玉
版
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
出
土
し
た
医
学
文
献
を
写
真
で
展
示
復
元
し
、
中

国
古
代
医
学
の
全
体
像
を
で
き
る
限
り
明
ら
か
に
す
る
つ
も
り

で
あ
る
。


